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１．調査範囲
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調査装置

：アクセスルート（反時計回りルート）

：アクセスルート（時計回りルート）

目的：１号機について，X-100Bペネより調査装置を投入し，『PCV内
の1階グレーチング上』の情報取得を目的とした調査を実施する。
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（４／１５開始）



2-1 ．時計周りルート映像トピックス（ＨＶＨ(Ｄ)）
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C２ ＨＶＨ（Ｄ）に大きな損傷がないことを確認。
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2-2 ．時計周りルート映像トピックス（ＨＶＨ(Ｅ)）
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2-3 ．時計周りルート映像トピックス（ＰＬＲ配管）
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線量率
（Sv/h）

温度
（℃）

Ｃ2 6.7 19.6

Ｃ5 8.3 19.5

Ｃ6 7.7 19.4

以下のポイントで温度・線量率の測定を実施した。
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：Ｈ27.4.16以降の調査予定

3.  時計周りルート調査結果：４月１５日分（温度・線量率）


